
今、日本は新しい価値観による地域の創生が求められている。

本学は、人間が「幸せ」に生きられる社会を目指して、活力にあふれる地域を

デザインし、行動する「地域人」を養成していきます。

　〒170-8470 東京都豊島区西巣鴨3 -20 -1　　
TEL.03-3918-7311（代）  http://www.tais.ac.jp/

アドミッションセンター

地域創生学部

今、世界では地域の課題解決ができる若きリーダーが求められている       

自治体（広域地域自治体連携）
全国約40以上の自治体と連携し、

学生の実習のフィールドを提供 ̶連携フィールドを拡大̶

ネットワークで学びの実現

豊島区（23区特別区）
区の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で
本学と共に「地方との共生」を推進

フットワークで自己実現
テレビ会議システム

実習地とキャンパス、実習先と関係者をつなぐ

双方向のテレビ会議システムを導入。

個別の相談にも活用でき安全安心の
地域実習をサポート

学内教育サポート
学びの質を保証する「教育コーディネーター」のもと

学びを支える「学生サポートインストラクター」を

学生14名に1名配置

  

すがもコミュニティキャンパス
巣鴨の街が大学キャンパス、

大学は街の人々と学生の交流の場
「オール巣鴨」で学生が育ちます。奨学金制度

地域人を目指す学生を支援する
「各種奨学金制度」を充実し
地方からの進学を支援します。
住居費支援制度を創設（計画中）

地域実習サポート体制
専任教職員のほか、実習指導講師、

生活指導講師を現地採用

IUCN（国際自然保護連合）
ジャパンリエゾンオフィスを学内に設置
グローバルな視点で地域環境問題を解決

地域構想研究所
新学部のフィールド実習を全面的に支援

卒業後は会員･研究員として活躍する道もあります。

地域実習（毎年8週間）
各地の行政、商工会議所、観光協会、商店街、
NPO、企業等地域の課題解決に取組む

アクティブラーニングを実現

高大接続によるキャリアパス
地域の活性化に取組む高等学校と連携した、
高校̶大学̶社会のキャリアパスを構築

新　地域の時代

全国各地の自治体をはじめ、こんなに多くの組織や団体、
そして、大勢の人々の期待と応援に支えられて学べる学部は
日本のどこを探してもありません。
この恵まれた環境の中で、学生がどう学び、どう生きるかに
かかっているのです。

大 塚 伸 夫 （大正大学  学長）

2016年4月誕生

こんな学部は
日本のどこを探してもありません。

大学間連携
各地の大学（国・公・私立）と連携し、
単位の交換・交流によるつながりを構築

　　　　　スカラシップ方式を導入した奨学金制度
地域（首都圏地域を含む）へ帰って、地域経済活性に貢献しようとする「人材育成」を目的とした特別奨学金制度を創設

【条　件】　① この奨学金は、地域創生学部在学者のみに適用されます。
　　　　　② 受給資格者は、学部の教育方針、人材育成方針をよく理解し、目的を持って学ぼうとする強い意志を持った者とします。
　　　　　③ 初年度の選考は、入学試験時の学力判定および面接試験で決定します。  
　　　　　④ 奨学金は、授業料の減免という方法で実施します。

■家賃支援（貸与型）
　通学圏外に在住者の内ついて、保護者の年収状況に応じて、アパート等の家賃を上限５万円まで無利子で貸与します。

■授業料減免給付型（平成28年度）

減免率 採用予定数 (上限 ) 採 用 決 定 日

 Ａ

B

5０ ％ 　 （5０万円）

25  ％  　（25万円）

10名

２０名

※詳細についてはHPをご覧ください。

一般入試前期　　　　2月10日（水）
センター利用前期　　2月17日（水）
一般入試後期　　　　3月　7日（月）


